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　※瀧澤さんは、当日欠席

　議長席に座り、最初はとても緊張しました。
貴重な経験をすることができました。
　私たちの質問に対して宮澤市長をはじめ市
の幹部の皆さんも分かりやすく答えてくれま
した。
　今回、市の福祉について知らないことも多
く、たくさんのことを学ぶことができました。
図書館についても学ぶことができたのでもっ
と利用してみたいです。自然の豊かさはその
ままで、高齢者や若者が元気で活躍できる安
曇野市になってほしいです。（11 月７日）

■提言の反映
　これまで中学生議会での提言内容から、反
映した事業の一部を紹介します。
文化振興（平成 26年度）
　「市立美術館・博物館年間行事ガイド」を
作成し、学校を通じて小中学生に配付したほ
か、各施設に配置し情報を発信しました。
議会広報の充実（平成 26年度）
　議会広報紙の総ページ数を増やし、分かり
にくい言葉には補足説明を加え、表紙に市
民の皆さんが登場するような写真を採用して
います。議会ホームページについては、今ま
で行っていた定例会本会議のライブ配信に加
え、６月定例会から本会議の録画配信を開始
しました。
登下校時の交通マナーの向上（平成25年度）
　小中学校に自転車の安全利用を促すパンフ
レットを配布し、平成 26 年度から小中学校で
開催する交通安全教室において、自転車事故
の再現などによる疑似体験を通して交通ルー
ル、交通マナーを守ることの大切さを学ぶ取
り組みを進めています。

　福祉や介護保険などについて学習し、次の項目
について質問や提言をしました。
①少子化  ②児童虐待  ③子ども支援  ④健康診断

私たちの意見・提言
　市民が少子高齢化について学ぶ機会を設けた
り、児童虐待や高齢者の孤立化を防ぐため、子育
て中の人同士や、高齢者と若者が日ごろから交流
し、相談し合える施設を設置してはどうでしょう
か。また、健康で長生きするため、健診の積極的
受診も提案します。私たちも近所の人との交流を
大切にしていきます。
市からの回答
　協働のまちづくり出前講座などを通じ、市や地
域が抱える課題を市民の皆さんと共有したり、地
域福祉の充実や異なる世代が交流する地域づくり
の支援をしたりしていきます。健康長寿のまちづ
くりの実現に向け、介護予防教室の開催のほか、

特定健診、特定保健指導な
どを通じ健康意識の向上や
若い世代からの生活習慣病
対策にも取り組みます。
　また、子育て世代が交流
する公園の整備や、子育て
支援について関係する部局
が連携し、必要な支援サー
ビスを提供していきます。

　市の財政やまちづくりなどについて学び、次の
項目について質問や提言をしました。
①人口減少  ②地域活性化  ③高齢者の生活
④詐欺被害対策

私たちの意見・提言
　人口減少に歯止めを掛け、活気ある市にするた
め、空き店舗を活用した商店街の活性化や企業誘
致をしてはどうでしょうか。私たちも、10 代の若
者たちが活性化について話し合う場を設けたり、
地産地消に取り組んだりするほか、日ごろから家
族や近所の人の会話を増やし、高齢者の生活支援
や詐欺被害などに遭わないまちにしていきます。
市からの回答
　健康長寿の取り組みなどを通じて、人口の自然
減を食い止めたり、市の産業を生かした働く場所
を確保したりするなど、10 月に策定した市の「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた施策を
効率よく実施しながら人口減少の歯止めに努めま
す。また、商店街の活性化へ空き店舗を活用した
起業や家賃などの支援を行っています。
　雪かきなど高齢者の生活支援については、社会
福祉協議会と連携しボランティア会員の増員につ
ながる制度の充実や、民生児童委員やホームヘル
パーの訪問、隣近所での「見守り」、「気付き」で
高齢者を支え合う地域づくりを進めていきます。
また、消費者トラブルへの情報提供のほか、関係
機関と連携して高齢者の詐欺被害防止活動を進め
ます。

　学校のことや、市の歴史、文化などについて学
び、次の項目について質問や提言をしました。
①文化振興  ②図書館  ③学校教育  ④学校給食  
⑤社会教育

私たちの意見・提言
　教材の開発や学習支援の場を活用して、子ども
たちが市の自然や歴史文化を学ぶ機会を設けた
り、食べ残し削減に地域の食材を使い学校給食を
提供したりしてはどうでしょうか。また、図書館
の積極的な利用や、部活動を充実するための仕組
みづくりも提案します。私たちも積極的に市につ
いて学び、部活動に取り組みます。
市からの回答
　市民が文化に興味を持ってもらうため、小中学
生や高齢者を対象に市立美術館・博物館の入館料
の無料化をしています。また、スクールサポート
事業で地域の人から地域を学ぶ機会を設け、学校
給食では「安曇野の日」で地域食材を使った献立
を提供しています。
　また、読んだ本を記録する読書通帳や図書館
フェスタの開催など、本の楽しみや図書館の魅力
を伝える取り組みを行っています。部活動につい
ては、学校や体育協会、各
種競技・活動団体と連携し
中学生期のスポーツや文化
活動の充実を図っていきま
す。
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